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第５次基礎となる部隊等訓練検閲

第６即応機動連隊（連隊長・白鷹聖也１佐）は２月２３日から２８日にかけて、矢臼
別演習場において第５次基礎となる部隊等訓練検閲を実施しました。

本検閲は、積雪寒冷地部隊として必要な冬季の厳しい環境下での陣地防御における増
強第３中隊（施設小隊、狙撃班を配属）及び本部管理中隊狙撃班の行動並びに旅団高射
特科隊に配属された本部管理中隊高射小隊の行動を検しました。

本訓練検閲に先立ち、美幌訓練場において積雪地の特性を踏まえた昼夜間の車両行進、
スキー機動、各部隊間の連携要領、陣地構築、防御戦闘等、各種戦術行動を練成し、受
閲の準備を整えました。

訓練検閲開始式において統裁官白鷹１佐は ,「各級指揮官は手段を駆使して状況を把

握し、適時に状況判断せよ。」、「戦闘力を組織化せよ。」、「安全管理に万全を期
せ。」の３点を要望。その後、前進命令を受けた受閲部隊は ,矢臼別集結地に向けて前

進を開始。到着後速やかに人員・車両等を戦闘完装させ隊容検査を実施して、任務の理
解、装備品の脱落防止、車両の偽装・遮光、車載火器の搭載、ガンハンドリング等につ
いて確認しました。

２４日朝状況開始以降、密閉操縦による車両行進により作戦地域に進出したる後、迅
速に集結地を占領、陣地の偵察・安全化を実施して、施設小隊との連携により陣地構築
（築城）を開始。あわせて現地における綿密な調整を行い、情報、作戦、兵站、衛生等
の各戦闘力の組織化を図るとともに、火力戦闘部隊の緻密な火力調整を実施しました。

２７日朝以降、敵部隊からの攻撃を受けると、各部隊は酷寒の中で猛烈な敵火をかい
くぐりながら緊密に連携して陣地を固守するとともに、ＵＡＶ等により得られた情報に
基づき敵部隊に対して積極果敢に火力を発揮して敵の攻撃を破砕し、組織的かつ強靭な
戦闘により任務を完遂しました。

第６即応機動連隊は、本訓練検閲で得た成果・教訓を資として今後の訓練に反映させ、
更なる部隊の精強化に繋げていきます。

隊容検査を受ける狙撃班 行進開始位置へ前進

射撃準備完了した高射小隊 器材と連携して防御準備 道路を閉塞する施設小隊

鉄条網を展張

第６即応機動連隊第３普通科中隊・高射小隊・施設小隊・狙撃班
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舛谷幹部候補生任官行事

火力支援中隊炊事訓練
第６即応機動連多火力支援

中隊は、３月１９日、美幌駐
屯地内において、令和７年度
中隊炊事訓練を実施しました。
 当中隊は令和６年度連隊炊事
競技会において優勝しており、
令和８年度に予定されている
炊事競技会連覇と災害派遣等
における野外炊事能力の向上
を目的とし、各小隊・班から
選抜された隊員８名が参加し
ました。

第６即応機動連隊第１普通科中隊は、３月６日、美幌駐屯地において連隊初の女
性幹部候補生である舛谷咲幹部候補生の幹部任官行事を実施しました。

本行事は、３月１４日付で３等陸尉に任官し小隊長に上番する舛谷幹部候補生
に対して、幹部自衛官としての責任感と自覚を涵養させるとともに第１普通科中
隊の士気高揚を図ることを目的として、今後部隊勤務で必要な戦技であるスキー、
武装走及び格闘の訓練を実施しました。

牽引されスキーで疾走（左） 部下からの激励
幹部候補生の勇敢な
攻めに歓声が上がる

炊飯の火力を確認 ザンギ (鶏の唐揚げ )を調理 豚汁を調理

完成した食事
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自衛官等募集中！！

募 集 種 目 試験期間 試験会場 受付締切 受験資格

第 １回幹部候補生 【 １ 次 】
（ 一 般 要 員 ・ 飛 行 要 員 ）

４月１１日
（土）

４月１２日
（日）

＊１２日は飛行要員のみ

帯広、釧路
北見又は美幌
（細部調整中）

４月３日（金）
締め切り

幹部候補生
第 １回幹部候補生 【 １ 次 】
（ 歯 科 ・ 薬 剤 科 ）

第 １ 回 幹 部 候 補 曹 ４月１１（土）
帯広、釧路
北見又は美幌
（細部調整中）

４月３日（金）
締め切り

第 １ 回
予 備 自 衛 官 補

一 般 ４月１８日
（土）
～

４月１９日
（日）の内１日

帯広、釧路、美幌
（細部調整中）

３月３０日（月）
締め切り技 能

第 １ 回
２等陸・海・空士（任期制自衛
官 ）

５月１６日
（土）

５月１７日
（日）

帯広、釧路、美幌
（細部調整中）

５月７日（木）
締め切り

第１回一般曹候補生【１次】
（ 一 般 ）

５月２３日
（土）
～

５月２４日
（日）の内１日

帯広、釧路
北見又は美幌
（細部調整中）

５月７日（木）
締め切り 一般曹候補生

予備自衛官補

☆お問い合わせ先 自衛隊帯広地方協力本部 募集課
（０１５５）２３－５８８２・内線：８－１８－２７０４（FAX兼）

２等陸・海・空士

転 入 指 揮 官 ・ 中 隊 長 紹 介

美幌駐屯地
業務隊長
北里２佐

第６即応機動連隊
第１普通科中隊長

坂口１尉

第６即応機動連隊
副連隊長
四日谷２佐

第３０２基地通信中隊
美幌派遣隊長
松木３尉

朝雲新聞の掲載賞を６年連続受賞！！

佐竹３曹（左）と藤本１曹（右）

美幌駐屯地広報班は、
朝雲新聞より令和２年
から積極的に質の高い
記事を執筆し、広報活
動に力を入れている部
隊に送られる掲載賞を
６年連続で受賞し伝統
を継承しています。これまで授与された盾・賞状

幹部候補曹
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